組織の構成と役割
　  災害が発生した時に、すばやく効果的に防災活動を立ち上げるために、平常時から
組織の活動内容を把握して、役割分担や協力関係を明らかにしておくことが重要です。
　　　　　　　　　　　自主防災組織の構成例

　　　　　　　　　　　　　　班　　　　　　　　おもな役割

本　　　　部　　　→　情報班・・・・情報の収集・伝達

　　　　　　　　　→　消火班・・・・消火器等による初期消火

自主防災会長　　　→　救出救護班・・・・負傷者の救出・救護

副会長　　　→　避難誘導班・・・・住民の避難誘導

防災部長　　　→　避難所運営班・・・・避難所の運営

各班長　　　→　給食給水班・・・・炊き出し等給食・給水

→　災害弱者支援班・・・・災害弱者への支援

組織を構成する際の注意点

1 組織の大きさや必要に応じて、副会長、副班長などの補助的な役員を決めたり、会長を補佐するために班長以上の役員からなる本部を置いたりし、活動がスムーズに行えるよう配慮します。

2 一つの区が大きく、自主防災組織が大規模な組織となる場合、本部の中に各活動班の連絡調整機関を設けたり、細分した地区ごとに活動班を置いたりして役割を分担すると、より実践的に活動できます。
3 たとえば河川やため池をかかえている地区では水防班、斜面の見られる地区ではがけ地の巡視班を設けるなど、地域の実情に応じて班編成を考える必要があります。

4 日中は他の地域への通勤・通学者が多いなど、昼間と夜間で在宅者数やメンバーが大きく異なる場合は、組織の構成員が抜けていても最低限の機能が発揮できるように、バランスを見て役割分担を決めておく必要があります。
役割分担の例
	　

班
	平常時の活動
	災害時の活動

(警戒宣言発令時を含む)

	本
部
	①組織の総括及び渉外
②組織（各班）の運営指導

③防災会議の開催
④防災計画、訓練計画の策定
	①救助地区本部との連絡調整
②各班の調整、指導



	情
報
	①防災知識の普及・高揚
	①情報収集、伝達
②災害（パニック）防止のための広報

③公的情報の収集

	消
火
	①出火防止の指導・点検
②消火体制の整備
	①初期消火の実施
②出火防止の広報

	救救
護出
	①救出・救護体制の整備
	①救出・救護活動


	誘避
導難
	①避難計画の策定
	①避難誘導
②避難者の把握

	避
運難
営所
	①避難所運営計画の策定
②避難所指定箇所の維持管理
	①避難所の自主的な運営
②生活必需品の分配

③情報収集・伝達

	　給給
水食
	①救助物資等の配分計画の確立
②非常食の家庭備蓄ＰＲ
	①救助物質等の配分協力
②炊き出し、給水

	災
害
支弱
援者
	①災害弱者の把握
②地域の支援体制づくり
	①災害弱者の安否確認
②救出・救護、避難誘導

③避難所における環境の整備

④在宅の災害弱者への支援


役割分担する際の注意点
1 活動班員を選任する場合には、地区内に住む専門家や経験者(例えば、消防経験者は消火班、建設関係者は救出救護班など)を配置して、できるだけ班員の活動に実効性をもたせましょう。
2 役割分担するときには、地区の状況や班員の構成に応じて各班の活動量を検討し、特定の班や個人に役割が偏らないようにしましょう。
3 活動班員が地区内の特定の地域に偏らないように注意して選任しましょう。
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